
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

第１回 地域包括ケアシステム特別オープンセミナー 

「地域包括ケアシステムの長期的ビジョン -２０４０年を見据えて-」 
平成 27 年 7 月 17 日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ショートレクチャー 

「2040 年を見据えた課題と先進事例」 

 

②一定圏域における複数の急性期病院の再編例 

 

麻生 利正 氏 

（一般財団法人 とちぎメディカルセンター 理事長） 
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一般財団法人 医療経済研究･社会保険福祉協会 

医療経済研究機構 
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一定圏域における
複数急性期病院の再編

一般財団法人

とちぎメディカルセンター
理事長 麻生 利正

2015.7.17

再編前
再編後

（一般財団法人とちぎメディカルセンター）

厚生連
下都賀総合病院398床

しもつが（急性期等）307床

医療法人陽気会
とちの木病院165床 （老人保健施設５０床）

とちの木（回復期・療養期等）250床

下都賀郡市
医師会病院112床

総合保健医療支援センター
（在宅支援センター・訪問看護ステーション・支援センター）
老人保健施設（とちぎの郷）100床

3法人（3病院）の統合再編

現在建築中 H28.4.1 開院開設予定



栃木市概況
• 人口 163,783人

• 平成25年

１市５町で合併

・高齢化率

H27 27.9％

H37 32.4％

後期高齢者が逆転する

• 日光例幣使街道の宿場町

• 蔵の街と言われている。

• 面積 331.5Km2

自治医科大学付属病院

アクセス
20㎞圏内2大学

総合保健医療
支援センター

獨協医科大学病院

自治医科大学病院



3法人の統合の経緯

•厚生連下都賀総合病院
医師不足による診療科の休止

施設の老朽化 経営の悪化

厚生連が撤退を決定した

郡市医師会病院・とちの木病院も老朽化と医師の確
保困難、3つの病院が急性期主体で連携がない

検討会議の立ち上げ
１．栃木地区地域医療確保対策会議・・下都賀総合病院対策

２．栃木地区病院統合再編協議会・・・

地域医療再生交付金の活用し3病院の統合の決定

統合の利点 医療資源の集約

機能分化（急性期・慢性期・介護予防等）

栃木市との連携強化

医師会（診療所）との連携

３．栃木地区メディカルセンター設立準備委員会（仮称）・・設立準備

４．H25.4.1 とちぎメディカルセンター設立（3人代表理事制）

５．H27.4.1 3代表理事制から1人理事長制

６．H28.4 3施設の開院開設



メディカルセンターの基本構想
１）地域完結型の医療提供の体制の構築

切れ目ない医療提供体制の構築

地域が一体となった医療・療養環境の整備

２）政策医療の提供と健全経営

政策医療を通して地域社会への貢献

医療スタッフの適正配置

経営統合による経営の効率化

３）市民と医療スタッフに魅力ある運営

市民にやさしい運営体制

職員満足度の向上と研修教育の強化

一般病床 ２６３床
（７対１入院基本料）

地域包括ケア病床 ４４床

検診機能の集約
（学校検診・企業検診）
訪問看護ステーションの一本化
居宅介護支援事業所の一本化

介護老人保健施設（１００床）
介護老人保健施設の増床・移転・改築

一般病床 ４２床
（１０対１入院基本料）

回復期リハ病床 ７２床
緩和ケア病床 １４床
療養病床 １２２床（区分２）
ドック機能集約（一般ドック・脳ドック）

再 編 像

機能の集約化

とちぎメディカルセンター

診療所

総合保健医療支援センター

市、保健所等

診療所

介護老人保健施設とちぎの郷

とちぎメディカルセンター
しもつが

とちぎメディカルセンター
とちのき

二次・三次間の
病病連携

回復期・慢性期
患者の受入

在宅医療との
連携・支援

保健・介護等との
連携・支援

かかりつけ医との
連携・支援

大学病院

“地域完結型を目指して・・ ・ ”



課題1

• 規模・成り立ち・歴史の異なる3病院の統合

職員の一体感

医師等の再編

その他

課題2

• ３施設の連携体制の確立

• 健全な経営

• 地域完結型医療・地域包括システムネットワークの形成

他職種との連携 医師会・市との連携

• 市民の理解

医療と介護の連携
地域包括システムに関与



結びに

地域完結型医療を目指し、地域包括
ケアシステムの中心を担い、地域の
人々の「安心」への期待に応えてい
きたい。







麻生利正(あそうとしまさ) 
 

 

略歴 

 

昭和43年4月 栃木県庁入庁 

平成5年 4月 栃木県総務部秘書課長 

平成9年 4月 栃木県保健福祉部高齢対策課長 

平成14年4月 栃木県保健福祉部長 

平成16年4月 栃木県総務部長 

平成19年4月 栃木県副知事 

平成23年4月 栃木県済生会副会長兼業務担当理事 

平成26年4月 栃木県済生会支部長 

平成27年4月 とちぎメディカルセンター理事長 
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